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北海道滝川地区地震探査報告

蜷川「親治＊　田中章介＊

Seismic？rospecting　of　Takikawa　District，Rokkaid6

　　　　　By
Shinli　Ninagawa＆Akiyoshi　Tanaka

Abstract，

　　Seismic　prospecting　was　carried　out　at　the　northern　part　of　Ishikari　plain　near　the

Takikawa　town　by　the　refra6tion　method．　But　conceming　shallow　layers　in　this　area，the

seis坦ic　str廿cture　has　been　studied　by　the　same　method　which　was　performed　in1948and

1950．，

　　Therefore，the　major　purpose，of　this　survey　was　to　obtain　the　informations　of　the

velocity　distribution　in　a　deeper　part　of　this　area．

　　The　results　obtained　are　as　follows：

　　1．Eight　of　the　velocity　layers　were℃alculated　from　the　time－distance　curve．（Fig。1）

　　2．These　velocity　layers　correlated　to　the　geological　formations　as　shown　in　Table　I．

　　3．Seismic　structure　of　the　eastem　part　was　quite　different　from，that　of　the　westem

part　as　shown　in　Fig．4．　It　seem＄that　the　boundary　of　these　two　parts　was　located　in　the
’
v
i
c inityofshotpointl卑

要　旨

本地域で地震探査を実施した結果，第1表に示すよう

な8つの速度層を求めることができ，それぞれ地質層序

と対比したσ対比に際し速度層の資料が一部不足のた

め，疑問を残しているものもあるが，これについては今

後さらに検討を加える考えである。

　本地域は右狩川を隔てて，東部と西部で地質区を全く

．異にしていることがすでに知られているが，速度分布に

ついても，やはり東西で異なつた値が得られ，S．P．II－

推定される）が，測点N軌17『附近を頂部とする隆起構

造を示している。一方東部地域では，各速度層とも西に

緩傾斜し，石狩層群と推定される速度層も，車野下一帯

に分布するものと考えられる。

1．緒　言

昭和31年9月下旬から10月末日までの約40目間に

わたり，北海道空知郡滝川町から，樺戸郡新十津川村に

かけて地震探査を実施した・

調査は筆者らのほかに村岡秀記註1）・市川金徳・川島

驚，一＿識濃．醸欝
第1図

附近を境界としているもののようである。また地下構造

罷っいては，西部地域では，5，100m／sec層（基盤岩類と

威・古谷重政・田村芳雄が担当し，爆発孔の掘さくは大

滝忠雄，測量は小張孝・清水道也により，それぞれ行わ

＊物理探査部 註1）元所員
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「第2図測線関係國

れた。

調査実施に際し，、多大の援助・協力を与えられた滝1川

町役場・新十津川村役場・三井鉱山砂川鉱業所および住

友石炭鉱業赤平鉱業所等の関係各位に，厚く感謝の意を　，

’
こ
の
地
域 の中果には，石狩川参緩く蛇行しながら南流

し，空知川・徳富川が滝川町南部でこ池に合流してい

る。流域一帯はきわめて平坦な低地帯で水田が発達して

いるが，地域の西半分は標高200m内外の単調な丘陵が
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註）この表は滝川図幅力’ら採用磯。㈱本獅の地層名壱鱈べてこ溜縦つた．
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続いている。調査測線は徳富川に沿つているので，全般

．的にほ黛平坦で，高低差は100m前後である。

　この附近の地質についてはすでに滝川図幅1）があり，

・各時代にわたる地層の分布および相互の累重関係が明ら

，かにされている。それによると本地域ば，（1）石狩川以

東の地区，（2）石狩川以西の地区の2つの全く異なつた

地質区に分けられている。すなわち（1）は白璽系を基盤

として古第三系の石狩層群が厚く堆積し，さらにこれを

不整合に新第三系の深川層群が覆つている。一方（2）の

地区は（1）の地区と全く異なり，こ玉では白望系・古第

三系を欠いて従来樺戸古生層と称されていた隈根尻層群

（真の時代は未詳）を基盤とし，新第三系の西徳富層群・

新十津川層群がぎわめて厚く堆積し，その上位に（1）と

、同様深川層群が分布している。以上のように東部と西部

では異なった地質層序を示している。調査測線はこのよ、

うな両区域をまたがつでとられている。測線附近の両地

質区の関係を第1表に示す・

　　　　　　　　　　　　　　　　　〆第　2

田の北限が問題となり，1954年江部乙測線の地震探査が

実施され，また同じ頃重力探査も行われた。これら両調

．査の結果，平野下にも石狩層群の賦存が推定されるに及

んで，滝川町附近を中心とする深部の地下構造の究明が，

とりあげられるに至つた。一方平野の西部地域では，最・

近石油を対称とした地表調査，重力探査あるいは試錐調

査註3）が行われており『，両地質区の関連を明らかにする

ことは，石狩炭田の西限を把握するめみでなく，地質層

序学的にも意義の深いことである。1

　本調査の目的も，以上の観点から平野下の地下構造を

究明するとともに，両地質区の関連を明らかにし，将来の

石炭資源開発に寄与することを目的としたものである。

4．測線配置および調査方法

調査目的に沿うた夢に・’測線は第1図に示すように，

樺戸郡新十津川村学園から徳富川に沿つて東進し，札沼

線』石狩川を横断し，さらに画館本線を滝川町の北部で横
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　22．5
2，710～4，660

　37．25

206．00

IV
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　45．0

2，080～3，920

　22．5

　50～2，000
　11．25

191．25

総 計

3．調査目的

　第2図に示すように，本地域附近で行われた地震探査

には，本測線東端に空知川測線註2），またこれからさらに

東部には豊里測線があり，この近傍の浅所の地下速度分

’
布
は一応明らかにされている。しかしながら，当時は調

査器械の精度の点，あるいは調査技術等の点で，より深

部の速度分布を求め得なかつた。ところがその後石狩炭

　註2）従来滝川地方地震探査と呼称されていたが，本
　　調査と混同されるおそれがあるので，以後“空知

　　川流域地震探査”と改訂する。
　註3）新十津川試錐井（第2図参照）石油資源開禿株式

　　会社によP実施o

　　　　　　　　　　　891．25k琶

　　　　　　　　　単位：匪i離∬1，薬量kg
切り，根室本線を過ぎ些知川右岸で終わるほ黛東西方向　’

の測線である。全長14，046m，爆発点はこの間に4点，

受振点は144点でその間隔は80～110mである。本潮

線を滝川測線と呼ぶヒとにする。

調査方法は全測線にわたり屈折法によつた。受振範囲

はできるだけ遠踵離まで延長したかつたが，爆発孔の条

件で制約を受けた。受振距離とそのときの火薬使用量

を第2表に示す。調査に使用した地震探鉱器は，米国

E・T、L製24成分のもので・フィルターは広帯域の：R崎

（20～200サイクル）を使用した。

　爆発孔の掘さくは，S－100型てtable　machine　type）の

官一タリー式試錐機を使用し，1孔平均35m掘さくした
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第3図爆発孔の地質柱状図

が，S。P．IIIのみはとくに礫が多かつたため，10m程度

しか掘れなかつた。各爆発孔の柱状図を第3図に示す・・

5．’調査結果

　5．1速度層群
　第4図に走時曲線と地下速度分布断面図を示す。走時

曲線から第3表に示すような速度層群を得，図式解析法

により地下構造を求めた。なお第3表は各速度層群とこ

れに対応する見掛速度をS．P．別に整理したものである。

』これらの各速度層群について場下説明する・．

．　鋤　第1層と第2層は近接した値をもつた速度層で，

走時曲線で両者がはつきり分離でぎるのは，S．P．II～III

間のみ宅他はほとんど分げられない。第、1・2層はNo。．

25附近から東部一帯にかけて分布し，第1層の速度は測

線の東部では1，800mlsecであるが，西進すると漸次値

を増す傾向がある。第1層＋第2層の層厚は，S．P．IV

では約200mで『あるが，S　P．IIで最も厚1く，約900m

に達している。

　なおa　P．IIIで第1層の上位に1，600mアsecの速度

層が求められた。この程度の値の速度層は，おそらく全
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測線にわたり分布していると思われるが，他の場所では1

極端に薄いためか，走時曲線に表われなかったものと解

釈される。

　（2）第3層はS．P．1附近の小部分のみに認められ，

第2層の速度値と大差ない値を示している。あるいは第

　　　　　　　　第3表

地層名

第1層

第2層
第3層

第4層

第5層

第6層
第7層
第8層

速度層群
　（m／sec）

1，800～2，000

2，000～2，200

　2，300、

2．，650

3，000～3，400

4，200～4，500

　5，100

　5，700

速度層群に対応する各S．P。
からの見掛速度（m／sec）

1 II

2，300

2，900
2，600

5，200

3，100

6，400

2，000

2伊050

2，200

2タ700

3，700

5，100

4，600

5，700

III＾

1，95σ

1，900
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3，100
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4，300

4，000

9，000P

IV
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　　2層に包括すべきかもLれないが，地質区の関係でこN

　では一応分けておくo

　　第4層の速度も，S．P．1～Nα25間だけLか認められ

　ず，測線西端では前記第3層の下位に分布し，悩o．10～

　25間では直接地表に現われている。

　　（3）第5層と第6層はS．P。II～IV間に分布し，と

　もに西へ傾斜している傾向がある。第5層の走時曲線を

　みるとIII～IV間においてはよく連続しているが，II～

　1∬間ではほんゐ僅かしか続いていない。これは当然第

　　5層が’III～四間では厚く，II～III間では薄くなるこ

　　とを意昧している。すなわち，この層の上限はS．P。IV

　では地表から約200mで，4～6。で，西に傾斜している

　が，下限（第6層上限）は1～20程度の緩傾斜であるた

　め，III以西牽は層厚が急に薄くなつてしまう。N軌60

／卜附近ではこの層までの深度は約850mで，層厚は300血

　弱となる。なおこれより以西ではblind　Iayerとなづて

　　しまう。

　　第6層ゐ平均層厚はプ他の各層に較べきわめて厚く，

　1000m程度ある。　　　　　　　　　－

　　（4）第7層の速度を決定するにあたつて，周辺の基

　盤岩類の分布状態を考えた場合，この層の見掛速度のみ

　から速度を決定すると誤を犯すおそれがあると考えられ

　る。それで次のようにして第7層の値を決めた。すなわ

　ち新十津川試錐井について，基盤までの深度が616mと

　判明している。一方測線南方1こおいては，基盤岩類が露

　出しており，この両者の関係から基盤岩類は測線直下で

　400m前後の深度になるものと一応考えられる。また前

　記試錐井から得られた隈根尻層群中の輝緑凝灰岩のコア

　ーについて速度測定を行つたところ，5，590m／sec（比

　重二3．08）の値が得られた。以上の資料に基づいて第7

　層を5，100m／seeと決定し，この層の傾斜等を求めた。

　その結果によれば第7層は，No．17附近を頂部とし東・

　西に沈下し，東翼は約200の傾斜で第2層，第5層の下

　位に潜入している。

　　（5）第8層は第3表にあるように，6，400，5，700，

　5，100m／6ecの見掛速度から求めたものである。この層

　は上位層とほ欝平行に約20の角度で西に傾斜している

　が，No．96以束がらは逆に東に傾斜している。地表から

　この層までの平均深度は約2，060mである・なおS・P・

　1，II，Wからこの走時のcritical　pgint（折れ点〉まで

　の距離はそれぞれ6，900，6，600，6，700mある。

　　52　速度層騨と地質層序との対比

　　石狩川以東の平原で帯においては，地震探査の資料も

　かなりあり，速度層と地質層序との対比も，一部を除い』

　てはよく一致していることが知られている。しかしなが

　ら石狩川以西のいわゆる西部の地質区に属する地域につ

いては，弾性波速度の資料が全くなく，本調査が始めて．

であり・弛質層序との対比も困難であるが，滝川図幅を

参考として一応の対比を試みた。もちろんこれに固執す

るものではなく，将来資料が得られたならば再検討を加

える考えである。

　第1層，第2層はともに新第三系の深川層群に対比さ

れる。既知資料によれば，第1層は鮫淵層・稲田沢層・

江部乙層を代表し，第2層は幌倉層を代表した速度層一と

考えられる。1

　第3層は第2層と速度差が僅少で，がつ測線端末の小

部分にしか認められないので，対比はむずかしいが，地

域的にみて次の第4層とともに，新第三系の新十津川層

群に対比したo

　第4層は新十津川層群の徳富層に対比した。最近の資

料によれぼ，石狩炭田周辺ではこの程度の速度層はみか

けられず，油田地帯における中新世の地層の速度に類似

していること，またこの速度層の分布範囲は地質図によ

つても西部の地質区に属していること等の理由から，上

記のように判断した。

　第5層の3，000～3，700m／secの速度層は，従来から石

狩層群に対比されており，試錐調査やWell　shooting71

等によつても確認されている。本地域においても第5層

は石狩層群に対比する。

　奈井江測線5）における4，200mlsec層は，試錐調査3，

によつて，現在のところ石狩層群であると推定されてい

る。古第三系のものとしては大きな値であるが，本地域

の第6層も同様な速度値なので，石狩層群に一応対比す

るoしかしながらこの層は地表からの深度も大ぎく，か

つ層厚もぎわめて厚いので一解析精度の面からも一

この速度層全体が石狩層群を代表しているかどうか疑問

である。今後充分吟味を要する問題の1つである。

　第7層は前章でも述べたように，周辺の地質条件から

決めたもので，基盤岩類の値としては妥当なものと考

える。’

　第8層もきわめて大きな値で前者同様，先第三系の速

度層と推測できるが，次章でもわかるように，いままで

の石狩炭田の調査では，4，500m／sec層の下限（すなわ

ち第8層上限）は求められたことがない。

　この速度層に限つたことではないが，一般に地層区分

が必ずしも速度層区分と一致するものではない2）％ま

して第8層のような新しく得られた速度層に対じては，

Well　shootingを行うなり，コァーの測定を行つてから

地質層序との対比をすべきであると考え，第8層につい

ては強いて今回は対比を行わなかつた。

6．既往物理探査との比較検討

本調査地域周辺において，過去に行われた物理探査を

4u一（782ノ
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第4表
速度層名

測線名

第

第

第

第一

第

第

1
2
3
4
5
6

層

層

層

層

層

層

可 探深度
測　線　長

使用器械

空知川測線
　（m／sec）

1700

2500

3500

300m

6km×1

波江野式6成分

豊里測線
　（m／sec）

　1500
1800～2100

2400～3500

200m

5km×1
6．5km×1

波江野式8成分

江部乙測線
　（m／sec）

　P1800

　1950

　2300
3200～3700

（5000？）

850血

10km×1

ET．L．24成分

　滝川測線（た讐し東音呂地域のみ）

　　　　（m／sec）
対声する地層

　1600　　　　第四系
1800～2000　　　新第三系
　2200　　　　　　’ノ　　　　　　〃

3000～3400　　　古第三系
4200《ゾ4500　　　　　　　　　　　　〃

5700？　　　　先第三系

2000m

14km〉d

みると次のようなものがある。．

　（1）　空知川流域地震探査　　早川企巳

　　　　　　（地質調査所速報No．95，1949）

　（2〉豊里炭砿附近地震探査　　立石哲夫

　　　　（地質調査所月報，Vo1．2，N軌9，1951）

　（3）　江部乙地域地震探査　　蜷川親治・平沢清

　　　（通商産業省石炭局r日本の石炭資源」

　　　　　　　　　　　　別冊，1956）
　（4）滝川地域重力探鉱調査　　杉山友紀

　　　　　　　　　　　（未発表，1955潮

　第2図にこれら調査の関係位置を示す。なおこのほ』

、か，豊沼6》・奈井江5）・美唄註4）等の平野下でも屈折法に

よる地震探査が行われているガ

　各調査結果の詳細についてはそれぞれの報告書にゆず

り，’まず上記地震探査の速度分布と地質層序との関係を

本調査結果と比較してみると第4表に示すようになる。

この表の本調査結果は東部地域のみのものを記載した。

表で明らかなように1各測線の第1層から第4層までの

速度層はほ黛同じような値になつており，なかでも江部

乙測線とはぎわめて類似していることがわかる。た黛江

部乙測線の5，000m／sec層は測線西端で片側の走時から

決めたもので，それも一つの爆発点からの走時であるた

め，この値が地層の真の値であるかどうか非常に疑問で，

信頼度はきわめて少ない。本調査の資料と対比して再検

討の必要があると思う。

　本測線，江部乙測線および重力探査の結果に基づいて

・平野下一帯の地下構造の傾向を推測すると，まず石狩川

左岸では各速度層とも西に緩く傾斜し，安定した地下構

造を示し，両測線の傾向はよく一致している。いま第4

表の第4層（石狩層群）について着目すると，江部乙測線

より本測線の方が浅く分布する。つまり両測線間におけ’一

註4）日鉄鉱業株式会社：・美唄市周辺の地震探査（未

発表）による。

E．T．：L．24成分

る石狩層群の傾向は，東より西へ，南より北へ向かつて深

度を増すもののようであ1る。この傾向は重力探査の結果

ともよく一致するように見受け’られる。しかし，果して

重力値の変化がとくに石狩層群の構造に強く支配されて

いるかどうかには疑問があるので』（あるいは，新しい地

層の構造に主として支配されるかもしれなめ），こ瓦で

は両者の傾向がよ＜一』致していることを指摘しておく。

石狩川右岸については重力探査の資料しかな、く，これ

によると重力値はS．P．II附近から西に向かつて急に増

大し，南北方向の背斜構造が断層の構造を反映したもの

ではないかと解釈されている。地震探査においてもS．P．

耳附近を境界とし速度分布が異なり，また基盤岩類の隆

起は重力探査の結果とも矛盾するものではないと思う。

　　　　　　7．吟　味
今回の調査に関して，調査計画および結果の解釈につ

いて，2，3の吟昧を試み，この種調査の今後の参考に供

したいと思う・また同時に，本調査の限界を知ることも

速度分布断面図を利用する立場からみて無駄ではないと

考えられる。

　7．1測線計画

　調査目的に対して測線長，受振点間隔は妥当なものと

考える。現在の調査技術からみても，受振箪囲は爆発点

から10州15kmがせいぜいで，この点では本調査が一

応の限界と思われる。この程度の範囲内ならぽ火薬量の．

点でも1弾瞳波の到達energyの点でも，それほど心配

は起ちない。

　石狩平野のいままでの調査のうちで，この測線が最も

長く，かつ受振範囲も最大であつた。そのために第6層

の下限を始めて求め25，700m／sec層を得ることができ

た。との点は注目されてよい。しかしながら目的に対し

爆発点が少なかつたことは，後にも述べるように，調査

精度をかなり悪くしている。つまり14kmの測線に4．7

41－r（783）
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kmの間隔で4点しか爆発点が設けられなかつた。この

点は今後この地域での屈折法による調査に際しては留意

してほし．い。今回の測線規模ならば，せめて2kmない

し2．5kmの間隔で爆発点を設けられたならば理想的≧

考える。

72解、析精庫籍．『・

　屈折法の場合，通常図式解析法によつて，波が通過した

時間を走時曲線に合わせ地下構造を逐次決定してゆくの

であるが・仮りに走時曲線と速度層の決定が完全なもの、

としても，このPath計算の過程で，ある程度の誤差は

免れない。一般にこの種の炭田調査の場合は10ms以下

の誤差は許容されているが，目的，方法，地形等により

異なることは当然である。しかしながら，地下構造が単

純な場合は5ms以下に誤差を保つことも容易である。

　この点に関し今回は10msの誤差範囲内で全部の走時

を満足させることがでぎなかつた。すなわちS．P．II～

IV問のものについては，10ms以内で走時曲線に合わせ

ることもできたが，S．P．1からの3，100m／sec，5，200m／

secのものについては20ms程度の誤差を含み，6400m／

secの走時に対しては一部40msの誤差を生じた。これ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　）は速度層の値が適当でなかつたか，あるいは，その他諦

の原因によるものかもしれないが，いずれにしろ爆発点

間隔がもう少し短かかつたならば，誤差もこれほど大ぎ

くならなかつたであろうし，両地質区の関連もより正確

に把握できたと思う。　』

　7．3　地質層序との対比について

　いままでの多くの調査から，この地域の第1・2・5・

層は堪質層序との対比もよく一致していることが知られ

ている。本調査においてもこの例にもれるものではない

と考えている。た聖こxでとくに注意しなければならな

いことは，前にも少し触れたが第6層が石狩層群の速度

層かどうかということと，第8層の対比の問題について

である。本調査の速度の速度層群（た黛し東部地域につ

いてのみ）は奈井江地区の速度層と全く同じである註6）。

奈井江試錐3》は速度層断面図の第6層中を百数10mま

で掘進し約750卑で掘止めとなつた。このとき第5層

と第6層の境界は，地質層序のうえからは分類する根拠

がなく，第5層・第6層とも石狩層群であると結論され

た。それゆえ本地域の第6層も既述したように石狩層群

に対比したが，この速度層の下限までのすべてが石狩層

群かどうか疑問である。

現在までのところ石狩炭田における孔井内速度に関す

る資料が，前記奈井江試錐のものを含めてもきわめて少

註5）器械に原因するもの，初動読取りによるもの等

　のことo
註6）奈井江測線では本測線の第1層および第8層が
欠除しているだけで他は同じ。

ない。それゆえとくに白璽紀層群に達している試錐井に

ついて，Well　shootingを行い，第6層の再確認および

石狩層群と白垂紀層群との境界で，速度の変化が起るか

どうか究明する必要がある。第8層の対比にっいてもこ

れらの資料を牧集検討して後推論されるべぎと考える。

8．結　論
　本調査においては，域上の通りの結果を得ることがで

ぎたが，これを要約する、と次のようになる。

　（1）石狩層群の賦存諌態を本調査および周辺の資料

によつて考察すると，平野西縁の札沼線を西限とし，江

部乙・滝川およびその南部一帯の平原下に及び，新第三

系の下位殖分布するもの一と推定される。

　（2）西部地域の速度資料が充分でないため，異なつ

た東西両地質区の境界を明確に把握できなかつたが，

S．P．II附近を境界としているものと一応推定された。

また第7層がNo．17附近において隆起しているがこれ

は，新十津川背斜の構造を反映していると考察され，重

力探査の結果と矛盾しないことが明らかになつた。

　（3）今回の調査によつて，始めて第8層が得られた

ことは注目すべきごとであるが，これが地質層序との対

比については，将来の資料に侯つことにした。

　以上述べてきた通り，本地域を含む平原下一帯にわた

つても石狩層群の賦存が推定された。将来の炭田開発のF

ためには，細部にわたるこの種調査の実施も必要である

が，同時に平原下において試錐調査を行い，地層の累重

関係を明らかにするとともに，Well　shooting一等を併せ

行うことが望ましい。その結果によつて地震探査の資料

も活用され，・各速度層のより明らかな意義も把握するこ

とが可能となるであろう。　　（昭和31年9月調査）
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